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■ 緑綬褒章と生活資本 

〜居住福祉と生活資本の構築(185) 

岡本 祥浩 

 

 ４月 29 日と 11 月 3 日の春秋に褒章が授与される。今春は 637 名が受賞された。緑

綬褒章が「長年にわたり社会に奉仕する活動(ボランティア活動)に従事し、顕著な実

績を挙げた方」(37 名)に授与された。県内では「肢体不自由者ガイドヘルプ 渋茶倶

楽部」(豊橋市)と「竹まごころ会」(豊田市)の二団体である。「肢体不自由者ガイドヘ

ルプ 渋茶倶楽部」の活動が「生活資本の構築」を想起させたので振り返りたい。 

 

 肢体不自由者ガイドヘルプ 渋茶倶楽部 

 「渋茶倶楽部」は車いす利用者の生活支援ボランティアが浸透していなかった 1997

年に豊橋市社会福祉協議会のガイドヘルプ講習会の受講生が設立したという。「お茶

を飲みながら語れるような仲間」との思いと「体の不自由な方を青空の下へ」という

スローガンを掲げ、リフトカーによる外出支援や肢体不自由者の車いすでの外出支援

活動などを展開している(「車いすでの外出サポート」2026 年 4 月 28 日「中日新

聞」、「どすごいネット」)。 

 買い物や墓参りの送迎、筋トレのおもりの交換、施設入居者の「マクドナルドで昼

食を摂る」に付き添ったり、花見や花火を企画したりするなど生活の質向上に心がけ

ているという(「生活の質上げ支援」2026 年 4 月 28 日「朝日新聞」)。 

 

日常生活支援事業 

 社会福祉協議会の提供している「日常生活自立支援事業」を受け、認知症や加齢に

よる判断能力の衰えを抱えながらも自立した在宅生活を継続している者もいる。「日

常生活自立支援事業」の主な支援内容は、福祉サービスを利用する契約や支払いなど

の援助、日常的な金銭管理、通帳や証書類の保管で必要な支援を組み合わせて利用す

ることができる。この事業は生活支援員が定期的に自宅を訪問して実施するために、

当事者の異変や変化に気づきやすく、早期に適切な対応ができるという意義もある

(「金銭管理や契約 社協がサポート」2026 年 4 月 11 日「読売新聞」)という。 

 

生活資本 

さて、生活資本とは生活を実現させる資源や仕組みであり、「住宅」+「居住地域の

生活を支える資源」+「居住実現能力」(資源や仕組みなどから生活を実現させる力、

資金も含む)の総和である。事故、怪我、病気、生まれつき、加齢などで身体機能が低

下したり、定年退職などで収入が低下したりして生活を実現できなくなった場合、何

らかの手段や仕組みで低下した「居住実現能力」を補って生活を維持しなければなら

ない。今回紹介した事例では前者は「肢体機能の低下」にガイドヘルプというボラン

ティアで補った、後者は認知症や加齢による判断力の低下を生活支援員による支援で

補った。こうした外部からの支援を受け入れられる住宅や居住地域が居住福祉の基盤

となり、それらの整備が必要なのである。 

   

(中京大学教授、新建会員) 





■ 新建愛知支部 2026 年 4 月 支部幹事会だより 

4 月 15 日（水）19：00～21：00（リアル＆オンライン） 

参加者／入谷、奥野、黒野、中森、福田、甫立 

（1） 3 月 14 日（土）午後に愛知支部総会を開催しました。野田明宏さんに新幹事をお願いしました。 

（2） 4 月 11 日（土）全国幹事会がオンラインで開催されました。中森・甫立が参加しました。 

（3） 中東情勢による、資材価格の上昇や受注停止のメーカーなどの情報を話し合いました。 

（4） 4 月からの建築基準法の改正などについての意見交流会、勉強会を開催しようと思います。 

（5） 皆さまから、企画・見学会案を募集します。楽しく勉強と交流のできる企画をつくりませんか？ 

今後の幹事会は、5/18（月）、6/17（水）、7/15（水）午後 7 時で日程の確認をしました。 

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖ 

■ 第３７回「愛知サマーセミナー2026」に新建愛知で講座参加の申込みをしました。 

今年は、7 月１８日（土）～２０日（月・祝）に、学校法人同朋学園、同朋大学・同朋高校、名古屋

音楽大学、名古屋造形大学にて開催されます。 

講座のタイトルを「南海トラフ」×「住まいの防災学」として、南海トラフ地震の予測映像と、自分

の住んでいる所の地域の災害リスクやハザードマップの読み方、普段過ごしている自宅の室内でのセ

ーフティガイドなど、「いつかやろう」を「今」に変える、建築士が語る住まいの防災対策を学びます。 

７月１８日（土）の午後の時間で、８０分間の１コマですが、申し込みをしています。 

詳しい日時や開催会場が決まりましたら、支部の皆さまへご報告をさせて頂きます。 

※その他の講座にもご興味のある方は、「愛知サマーセミナー2026」で検索をしてみて下さい。
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■ 愛知支部事務局・財政からのお願い 

新建会費 『2026 年前期分』の請求を 2 月上旬にお送りしました。 

2025 跡期未納の方には、2026 年前期分と合わせて請求させて頂いています。     

新建会費は、前納制となっていますのでご協力よろしくお願いします。 

※振込手数料は、各自でご負担をお願いします。  

   

 

 

 

          


